
東京から約1時間40分
小山から約1時間10分
宇都宮から約45分
仙台から約30分
山形から約1時間10分

福島まで（新幹線） ▶▶▶▶ 大学まで
ＪＲ／東北本線金谷川（かなやがわ）駅下車 徒歩10分
バス／福島駅から二本松方面行き乗車
　　　福島大学下車 徒歩10分

高速バス
仙台駅から福島駅まで約1時間20分
会津若松駅バスターミナルから福島駅まで約1時間30分
新潟駅から郡山駅まで約2時間50分

茨城方面からお越しの場合
高萩駅よりJR常磐線特急でいわき駅まで約35分
日立駅よりJR常磐線特急でいわき駅まで約45分
水戸駅よりJR常磐線特急でいわき駅まで約1時間10分
いわき駅より高速バスで福島駅まで約2時間
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入試に関するお問い合わせ先
福島大学入試課

TEL.024-548-8064（平日／9：00～17：00）
〒960-1296 福島県福島市金谷川１番地

※お問い合わせは、できるだけ受験者本人が行ってください。

福島大学公式マスコットキャラクター

めばえちゃん

4歳の女の子。4月7日生まれ。
出身地 福島県阿武隈高地
性　格 のんびり屋 いつもニコニコ
お仕事 福島っ子の応援・福島県産品のPR
 福島県の復旧・復興のお手伝い
 福島大学のPR

プロフィール

「福島大学 めばえちゃん
」

で検索！ 福島大学入試課
公式LINE

※冊子内の画像は、主に2019年に撮影したものであり、2020年以降に撮影した画像については、撮影時のみマスクを外しています。
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　福島大学は、福島県唯一の国立大学法人として、長

きにわたり地域とともに歩みを進めてきた大学です。

本学は、人間発達文化学類、行政政策学類、経済経営

学類、共生システム理工学類、そして令和元年度に新

設した食農学類の5学類からなる総合大学で、各学類

は、学問分野に沿って細分化されたコースで編成さ

れ、それぞれカリキュラムの下で学生が学び、専門性

を深めています。

　本学は学際性を重視しています。独自の「学類」制

は、一般的な「学部」と比べてカリキュラムに柔軟性

を持たせることができます。他学類の授業を受講する

などして、今日強く求められている幅広いものの見方

や多視点的な学びを得ることを目指しています。　教

育理念を「問題解決を基盤とした教育」とし、「解のな

い問いにチャレンジできる人材」の育成を目標に掲げ

ています。今から11年前の東日本大震災、それに伴う

東京電力福島第一原子力発電所事故で、本学は発災直

後から、避難所の開設と運営、県内外での学生ボラン

ティア活動、地域の放射線の測定、被災地の実態調査

など、多面的に支援活動を行い、これによって大学は

たくさんの学びを得ました。

　「問題解決を基盤とした教育」という理念には、震

災復興の様々な活動で得た知見を教育課程に組み込

んでいくと同時に、教科書の中に閉じ込められている

体系的な知識を一方的に教えるだけではなく、学生自

らが複雑な現実社会に飛び込み、一人ひとりが自分な

りのアプローチで問題を発見し、仲間とともに探究し

合い、自分自身の生き方や社会のあり方を熟考しても

らいたいという願いがこめられています。　この理念

を体現するカリキュラムとして、一つに「地域実践特

修プログラム」をあげることができます。これは、主

として講義科目「ふくしま未来学入門Ⅰ/Ⅱ」とフィー

ルドワーク科目「むらの大学」、並びに、問題探究科目

で学んだ事柄を、自主学修プログラムや各学類の専門

科目に広げていく科目群です。大学の教室で、また、

浜通りの被災地で、様々な講師や現地の人々から学

び、震災の様態や復興の歩みなどを立体的に学ぶこと

ができ、これを通して被災地の復興に貢献するだけで

なく、新しい社会のあり方を考えられるイノベーター

の育成を目指しています。

　もう一つの「グローバル特修プログラム」は、語学

学習の強化、国際交流機会の提供、海外留学の支援な

どを通して、グローバル人材の育成を目指す科目群で

す。本学学生が、海外留学生の福島県内視察をサポー

トし、意見交換・交流を行う体験型被災地学習

「Fukushima Ambassadors Program（F.A.P.）」なども

行っており、福島の復興にも大きく貢献しています。

　福島大学は、福島市南部の金谷川キャンパスに全て

の学類がまとまって設置されており、主として1，2年

生が受講する基盤教育科目は、学類を超えた多様な学

生と学ぶことになります。課外活動（部活動、サーク

ル活動）も盛んで、様々な活動に取り組む学生たちが

出会い、そこからまた新しい活動が日々生まれていま

す。本学は、開学以来学生の自主性を尊重する伝統が

貫かれ、加えて、学生と教職員が互いに権利を守り、

協力して大学を発展させる自治の精神が生きており、

キャンパスの中には社会の多様性や自律性を考える

機会がたくさんあります。大震災を乗り越えてきた本

学は、11年を経ても様々な困難や課題に寄り添う姿

勢が息づいており、今なお活発なボランティア活動に

その片鱗を見ることができます。

　さて、2年程前から新型コロナウィルスが世界中に

蔓延し、人々の健康や社会生活のみならず、国際関係

に至るあらゆる面で深刻な影響を与えました。本学で

は感染拡大を防止しつつ、大学の教育機能とを両立さ

せるため、遠隔授業の活用や本学独自の経済支援や食

糧支援、さらには管理運営においても様々な工夫と対

策を行ってきました。

　今現在、ウクライナへの攻撃により、国際平和を維

持してきた枠組みが大きく変わろうとしています。本

学とウクライナは環境放射能に関わる共同研究を進

めてきた関係にあり、大学としてウクライナのために

できることを模索しています。福島大学は大震災や新

型コロナウイルス感染症という困難に直面して、大き

な学びを得て成長してきた大学、言わば「レジリエン

ス（復元力・反発力）の大学」ともいえるでしょう。厳

しい状況の中で、国の最高学府としての英知を結集

し、現実の課題を創造的にのりこえていく人材を社会

に送り出すことを目標に掲げています。

　「福島大学でしか学べないこと」がたくさんありま

す。本学での学びや経験は、よりよい自分自身のあり

方、よりよい社会のあり方を実現する基礎となりま

す。共に福島大学で学びましょう。
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「福島大学ミッション 2030」の遂行に資する研究について、学長のリーダーシップのもと福島大学の重点研究分野に指定します。

趣旨

令和4年度 foR プロジェクト採択事業

令和3年度　成果報告

区分

(1)foR-Fプロジェクト (3カ年度)

福島県の地域課題解決に必要な研究であるとともに、国策としても重要な研究など、特に地域・ 社会ニーズが高いと認知されている、

将来的に大学の価値を高める(大学の特色となる)ことが見込まれる研究プロジェクト

(2)foR-Aプロジェクト (単年度) 

福島県の地域課題の解決に必要な研究を行うプロジェクト

(1) foR-F プロジェクト(継続、3カ年計画の2年目)

人間発達文化学類：中田 文憲(代表)、新井 浩、初澤 敏生、渡邊 晃一
共生システム理工学類：岡田 努、馬塲 一晴

経済経営学類：藤原 遥(代表)、村上 早紀子
行政政策学類：岸見 太一
法政大学：林 嶺那

共生システム理工学類：大山 大(代表)、浅田 隆志、
客員准教授：小井土 賢二

食農学類：松田 幹(代表)、松岡 信、小山 良太、藤井 力、高橋 秀和、
吉田 英樹、菅波 眞央、客員教授:北野 英己、吉田 晋弥

(2) foR-A プロジェクト(新規採択、単年度)

■多彩な専門家の協働によるローカルかつグローバルな福島生物研究

■使用済廃棄プラスチックを分解する酵素研究

■福島野菜の有利性を科学的に証明
　～多様な気象条件が栄養・機能に及ぼす影響を探る～

■農地や生活圏域での流路内浸透・貯留工法による
　ノンポイント汚濁削減技術の地域実装

■戦後日本社会科学エゴ・ドキュメント・アーカイブの構築と活用
　－国際的研究拠点整備による福島県の歴史研究の再活性化－

共生システム理工学類：兼子 伸吾（代表）

共生システム理工学類：杉森 大助（代表）

食農学類：:深山 陽子（代表）、平 修、牧 雅康

食農学類：原田 茂樹（代表）、石井 秀樹、窪田 陽介、林 薫平

行政政策学類：阪本 尚文（代表）、金井 光生、名誉教授：菊池 壮藏

■福島型 STEAM 教育の開拓

■官学連携による「住民参加型行財政システム」の構築に向けた実証的研究
　-人材育成に向けた「公共政策プログラム」の開設を通して-

■脱炭素型エネルギーシステムの構築:水素をつくる・つかう技術の多様化

■ゲノム科学・技術を援用した栽培・発酵好適性イネ系統の開発基盤研究

福島大学では「福島での課題解決」に結びつく研究を、

重点研究分野「foR プロジェクト」に指定しました。 

震災や原発事故による深刻な地域課題の解決に向け、

研究が加速することが期待されます。

※ 「R」は Research、「F」は Future、「A」は Area の頭文字です。

福島県が抱える課題を解決へ

foR プロジェクト
■ 福島型 STEAM 教育の開拓

　STEAM教育とは、科学技術を牽引するSTEM科目群《Science（科学）・

Technology（技術）・Engineering（工学）・ Mathematics（数学）》にArt

（芸術・人文科学）の発想を加えた分野横断的な学びを指します。AIに代

替されない創造性を育み、「人間中心の社会」を築く人材を育てる、そ

の鍵となるのがSTEAM教育です。本プロジェクトの目標は、地域の企

業・教育機関と連携しながら、福島ならではのSTEAM教育を構築し、

STEAM人材を持続的に育成する体制を実現することです。

　令和３年度は具体的な取り組みとして、プログラミングで数学的な

アート作品を制作する「数学アートプロジェクト」と、３Dプリンタで

制作した福島の立体地図をもとにアート作品を制作する「アート＆サ

イエンスプロジェクト」を、それぞれ20名の学生とともに実践しまし

た。STEAM教育の拠点となる「STEAMラボ」準備室の設置や、STEAM教

育に関する理論研究・先行事例の研究も進め、福島型STEAM教育構想

の具体化を進めています。令和４年度以降、さらに活動を充実させてい

きます。

研究目的、成果報告

［foR-F プロジェクト］

人間発達文化学類：中田 文憲(代表)、新井 浩、初澤 敏生、渡邊 晃一

数学アートプロジェクト中間発表会

アート&サイエンスプロジェクト

■ 官学連携による「住民参加型行財政システム」の構築に向けた実証的研究
─人材育成に向けた「公共政策プログラム」の開設を通して─

　本研究の目的は、住民のニーズが多様化・複雑化する福島県におい

て、住民参加型行財政システムを官学連携で構築し、それを導入・実践

することにより、住民主体で豊かな暮らしを築く持続可能な地域を実

現することです。

　研究成果は3つあります。第一に、住民参加型地域づくりを支える行

財政制度、および民主主義的な合意形成・決定プロセスついて、メン

バーそれぞれが先進事例を調査したうえで、それらを持ち寄って、特徴

やメリットデメリット、応用可能性などの検討を進めました。第二に、

公共政策を専門とする他大学の大学院について文献調査やヒアリング

などを実施し、それを参考にして本学の地域デザイン科学研究科に設

置する新たなプログラムの検討を行いました。第三に、特定の自治体

と、連携協定締結に向けて協議を進めました。

研究目的、成果報告

［foR-F プロジェクト］

経済経営学類:藤原 遥(代表)、村上 早紀子
行政政策学類:岸見 太一
法政大学：林 嶺那

福島大学研究シーズ集
福島大学では、これまで培ってきた研究成果や技術を生かし、企業や地域・自
治体のみなさまとの連携による様々な研究を行っています。 詳細はこちら▶
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■ ゲノム科学・技術を援用した
　栽培・発酵好適性イネ系統の開発基盤研究

　研究対象とするイネ（米）は、麹カビ（Aspergillus orizae）を生育させ

酵素を作らせる（麹を製造する）ための優れた発酵素材作物であり、味

噌と日本酒の醸造のみならず、飲料や漬物、調味料にも用いられていま

す。本研究では、栽培農家にとって、また醸造家にとっても好適な発酵

素材用米を開発するための学術基盤を構築することを目的としていま

す。既存の酒造好適米系統を親株として作成された酒米変異株、および

栽培特性が異なる酒造好適米系統をかけ合わせた酒米交配株につい

て、総計40系統・全4000株を用いて地域の連携協力農業法人の水田で

栽培し、苗の成長や出穂、開花などの生育特性を調べました。生育の良

好な早生の性質を持つ系統を中心に選抜して次年度の栽培に用いる種

籾を確保しました。また、発酵好適性の主要要素である製麹適性につい

て、麹の生育や酵素生産性など米の麹製造好適性をできるだけ少量で

評価できるように製麹条件を改良して、これまでの最低必要量の1/10

以下でも同等の評価が可能な方法を確立しました。

研究目的、成果報告

［foR-F プロジェクト］

食農学類:松田 幹(代表)、松岡 信、小山 良太、藤井 力、高橋 秀和、吉田 英樹、
菅波 眞央、客員教授:北野 英己、吉田 晋弥

■ 脱炭素型エネルギーシステムの構築
　水素をつくる・つかう技術の多様化

　世界中の国々はカーボン・ニュートラルへシフトしています。日本で

も、特に福島県は利用時にCO2を発生しない“水素”という新エネルギー

に注目し、全国に先んじて水素社会の実現に挑戦しています。私たち

は、木材等の生物資源（バイオマス）から水素を製造する手法、製造し

た水素を化学原料として様々な物質へ導入する手法を研究していま

す。これらの研究を通して、水素の普及拡大に貢献したいと考えていま

す。

　木炭を製造（炭化）する際には水素などの有用ガスが生成します。ス

ギの炭化プロセスでは、炭化温度の上昇に伴い水素と一酸化炭素の生

成量が増加することが分かりました。また、卵殻と一緒に炭化すると一

酸化炭素の生成量が増加しました。一方で水素は安定な物質なので、化

学反応に直接使うとハーバー法のように多大なエネルギーを要しま

す。そこで、生体補酵素の分子構造を模倣した化合物を合成し、それを

用いることにより温和な条件で水素が様々な物質に導入できることを

見出しました。

研究目的、成果報告

［foR-F プロジェクト］

共生システム理工学類:大山 大(代表)、浅田 隆志

■ SDGsを見据えた福島農産物のブランド化と
　健康寿命延伸～美味しさと健康を一つに～

［foR-A プロジェクト］

食農学類:平 修（代表）、深山 陽子、牧 雅康

研究目的、成果報告

　世界的な気候変動は始まっています。私達は、気象予測から今の農地で、未来

に、何が採れるのかを提案しました。福島県産農産物の品質・美味しさ・機能性

成分を見える化しました。

〈福島産お米〉アルギニン、ビタミンE、オリザノール、フィチン酸といった機能

性成分の他、グリシンが米糠層および胚芽に多いことが発見となる。グリシン

は甘味アミノ酸として知られている他、近年、睡眠の質を改善する物質として

注目されている。〈福島県産ブロッコリー〉収穫時期で機能性成分のコエンザイ

ムQ10やビタミンKの含有量に違いがあることを発見しました。

　大学の応援以

外 に ク ラ ウ ド

ファンディング

で研究の応援・ご

支援いただいた

ことに感謝いた

します。

■ 風評被害に苦しむ中山間地肥育牛の
　再ブランド化プロジェクト

［foR-A プロジェクト］

食農学類:石川 尚人（代表）、平 修、吉永 和明、原田 英美

研究目的、成果報告

　飯舘牛復活のための新たなブランド指標の検索を目的として、飯舘村の和牛

に給与濃厚飼料の約40%を高オレイン酸含有脂肪酸Caおよび米に置き換えた

資料を4か月与え（試験区：3頭）、筋肉内脂肪中のオレイン酸およびラクトン類

含有率を通常肥育牛（対照区：4頭）の値と比較しました。オレイン酸を含めた脂

肪酸の含有率には両区の間に差は認められなかったものの、試験区においては

γ-Decalactoneおよびɤ-Dodecalactone含有率が高く、ɤ-Decalactone含有率

では有意差が認められた(図1)ことから、新たなブランド指標として香り成分の

ラクトン類が有力である可能性が示されました。

■ 福島の酒類産業等の活性化のための
　酒類醸造・食品発酵に適した乳酸菌の開発研究

［foR-A プロジェクト］

食農学類:藤井 力（代表）、熊谷 武久

研究目的、成果報告

　新型コロナ感染症防止の観点から飲食店の自粛や酒類提供の禁止等により、

小規模製造場の多い福島県の酒類産業は大きな打撃を受けました。本課題で

は、福島の酒類産業等の活性化のため、県内酒蔵の酒粕等から単離したオリジ

ナル乳酸菌活用によるブランド化を目指します。清酒の生もと酒母における乳

酸生成への利用やワインの味を丸くするマロラクティック発酵等食品産業へ

の利用を目指し、菌株の単離や特徴把握、適性試験などを進めています。

■ 原発周辺の沿岸生態系における
　トリチウムモニタリング基盤の構築と動態解明

［foR-A プロジェクト］

環境放射能研究所：和田 敏裕(代表)、高田 兵衛

研究目的、成果報告

　福島第一原子力発電所事故から10年以上が経過し、福島の海の放射能レベル

は落ち着き、漁業再興に向けた動きが更に加速する一方、トリチウム等を含む

ALPS処理水の海洋への放出が2023年に予定されています。本研究は、福島沿岸

海域でのトリチウムモニタリング基盤を構築し、ALPS処理水の沿岸生態系へ

の影響評価や将来予測に資することを目的としています。船で採取した海水と

魚類のトリチウム濃度は約0.1 Bq/Lと他の海域と同じであることわかりまし

た。今後とも客観的データの公表を継続し、社会に対するトリチウムの科学的

理解の向上に貢献します。

福島県が抱える課題を解決へ

foR プロジェクト
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福島大学でしか
学べないことを学ぶ！
■福島県は、2011年3月東日本大震災とそれに

伴う東京電力福島第一原子力発電所事故に見

舞われ、甚大な被害を被り、「Fukushima」は世

界に知れ渡ることとなりました。

■福島大学は東日本大震災以降、被災地の

フィールドワークや地域おこし、自然再生エネ

ルギー人材育成などに取り組み、ユニークな教

育を進めてきました。

■世界も、日本も、地域も、大きな変化の中にあ

り、たくさんの課題を抱え、容易に「答え」を導

き出せない問題に満ちあふれています。福島大

学は「解のない問い」にチャレンジする学生を

育てる教育を創造します。

身につけた力を「見える化」します。地域に学ぶ活動を強化します。

情報教育を実践的に変えていきます。 グローバル教育を充実させます。 キャリア教育と就職支援を強化します。

初年次の基盤教育を充実させます。入学から卒業まで、
手厚く教職員がサポートします。

　入学前教育─入学後のサポート─授業・学習─サークルやボラ

ンティア─留学などの各種活動─就職支援─卒業研究、などの4年

間の学生生活を、一貫した体制でサポートしていきます。これに

よって、誰でも目標に向かって意欲的に大学生活を送ることがで

き、さまざまな活動にチャレンジできます。

　１年次生が学ぶ初年次教育（教養教育）は、本学独自の教育体系です。高

校までの学び（教科書に書かれた知識を学ぶ）を大学での学修（自ら主体的

に学ぶ）につなげる教育体系として「基盤教育」を充実させました。入学後、

大学での学びを身につけるためのスタートアップとしての「接続領域」、幅

広い教養の基礎を形づくる「教養領域」、現実の問題をフィールドワークや

グループを通し、時には一人で、時には学生間で意見を交わし課題を深く

掘り下げ、そして解きほぐしていく「問題探究領域」が設定されています。

　科目や科目群の学習目標を明示して、どのような能力を伸ばす

のか、どのように伸びたのかを情報技術を使って「見える化」しま

す。アクティブ・ラーニングや実践的な学習を取り入れ、学生の学

びを活性化させます。

　地域は多様な課題を抱えています。「地域実践特修プログラム」

の「ふくしま未来学」を中心として、本学で学べる地域学習を広げ、

地域の現状に触れ地域で活動する学習を増やし、問題探究・問題解

決の力を伸ばします。

　学類を超えて、語学教育をグレードアップし、欧米圏やアジア圏

との国際交流の機会や、海外留学を希望する学生にさまざまな情

報や機会を提供します。

　現代の情報化社会にふさわしい教育体系に変えていきます。各

自がパーソナルコンピュータを通して、学内外のさまざまな情報

にアクセスし、情報の収集や分析、まとめ、プレゼンテーションを

実践します。21世紀の読み・書き・算を身につけます。

　本学で先進的に取り組んできたキャリア教育をさらに発展させ

ます。自治体や企業との連携を強化し、インターンシップの機会や

就職支援を充実させて、就職に強い人材、社会に出て魅力的な仕事

ができる人材を育てていきます。

福 島 大 学 の 教 育
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「地域実践特修プログラム」では

次の5つの力の養成を目指し、

学習効果のデータ収集と、

エビデンスに基づいた

教育プログラムの改善を行っています。

※対象となる科目群の単位を取得することで修了と認定さ
れる本学独自のプログラムです。科目群の詳細などは、入学
後にシラバスや学修案内を参照してください。

学生が身につける5つの力

福島大学は「地域実践特修プログラム」を通じて、 

未来を創造できる人材の育成と、原子力災害からの地域再生を目指します。 

文系・理系の全ての学類が一つのキャンパスに集まる

福島大学ならではの特修プログラムです。

ふくしま未来学
地域実践特修プログラム

-福島だから学べること-

地域 学ぶ
ふくしま未来学入門I

　2011年の東日本大震災と東京電力福島第一原発事故は、

人びとの暮らしに甚大な影響をおよぼし、今なお現在進行 

形の課題として私たちの前に存在しています。「ふくしま未

来学入門I」は、地域とともに歩む総合大学・福島大学の特性

を活かした、全5学類の教員によるオムニバス講義。人類が

初めて経験する福島の諸課題に、それぞれの学問分野でど

　「ふくしま未来学入門II」では、復興の現場で活躍しておら

れる多彩なゲスト講師をお招きし、地域で実際に行われてい

る取り組みについて具体的に学びます。震災と原発事故は人

類の歴史に残る大きな出来事ですが、福島県内各地で多くの

5学類オムニバス講義で復興の最前線を知る

ふくしま未来学入門Ⅱ
地域で活躍するゲスト講師陣と考える課題解決

多様な視点で学ぶ福島の「いま」と「これから」 

人びとの手によって取り組まれている復興と地域再生の歩

みもまた、歴史に刻まれる力強いものです。その一端に触れ

ることで、課題解決型の思考を養うとともに、自らの進路に

ついても考える契機となります。

のような取り組みがなされ、学問知が実践知としてどのよ

うに活用されているのかを学ぶことで、多角的な視点と課

題解決型の思考を養うことを目指します。そこで得られる

力は福島に限定されず、今後世界が直面する様々な課題に

応用可能なものとなるはずです。

1. 地域課題を発見する力
地域にあらわれる多様な課題を発見するカ

2. 地域を分析するカ
科学的にかつ総合的に地域課題を理解するカ

3. 地域を興す力
地域課題のミッションを明らかにし、自ら主体的に解決
するために行動するカ

4. 地域をつなげる力
地域課題を解決するために、多様なセクターと協働するカ

5. 地域を伝える力
地域課題の社会的解決に向けて、現状や地域の主体的な
取り組みを外部に発信するカ

講義「ふくしま未来学入門」
授業の動画を
配信中！
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　原発事故により避難を余儀なくされ、現在、復

興と地域再生に取り組む地域(双葉郡川内村・大熊

町、南相馬市小高区)を繰り返し訪れ、地域住民の

方々との交流・調査(フィールドワーク)、 そして

地域の課題解決に向けた活動(サービス・ラーニン

グ)を行う授業です。5月のガイダンスから1月の

現地報告会まで、年間を通して学びを深めます。

　1年次に「むらの大学」を履修した学生の多くは、2年次に

「自主学修プログラム」として地域(双葉郡川内村・大熊町、

南相馬市小高区)での活動を継続しています。自主学修プロ

グラムは、学生が自主的にグループを組織してテーマ・内

容を設定し、教員の指導のもとで学修することにより、単

位が認定される制度です。多くの学生たちが、1年次に発見

した地域の魅力や課題について「自分たちに何ができる

か」を考え、自主的なプロジェクトを継続しています。

地域の特産品を使った六次化商品の開発

菜の花キャンドルの製造とイベントでの活用

災害公営住宅への定期的な訪問と交流

子どもたちとのふれあいを通じた地域活性化

祭礼やイベントの支援活動とアンケート分析

働く女性へのインタビュー冊子編集…など

●

●

●

●

●

●

学生のプロジェクト例

　文系・理系の5つの学類が、一つのキャンパスで学ぶ福島大

学。その特性を活かし、3年生以上を対象に「協働プロジェクト

学修（学類を超えたプロジェクト学修）」を実施しています。被

災地域の復興や地域再生に関わるプロジェクトを、学類の垣根

を超えて実施することで、学生の専門性や地域問題の解決能

力、他の専門性を有するメンバーとの協働力・学際性などを伸

ばすことを目標としています。

農村地域居住における若者の選好の調査解析（飯舘村）

除染後農地の肥沃度低下調査と回復を考える（飯舘村）

大熊町の営農再開に向けて考える（大熊町）

農スポ＠南相馬（南相馬市）…など

●

●

●

●

プロジェクトの例

復興の現場を繰り返し訪れ
学ぶフィールドワーク

地域実践学習
「むらの大学」

「むらの大学」で学んだ後は、自分たちで実践!

自主学修プログラム

学類の枠を超え、活動を通して学ぶ　

協働プロジェクト
学修

ふくしま未来学
地域実践特修プログラム

-福島だから学べること-

1年

3・4年

2年

　地域と大学をつなぐ「みらいバス」は、学生・教職員を

対象とした日帰りのスタディツアー。授業以外で地域を

訪問するきっかけをつくるため、年間10回程度実施し

ています。被災地域の訪問・見学やボランティア活動を

通じ、それぞれの地域の現状を学びます。

東日本大震災・原子力災害伝承館（双葉郡双葉町）

震災遺構請戸小学校（双葉郡浪江町）

JR大野駅および周辺市街地（双葉郡大熊町）

中間貯蔵施設（双葉郡大熊町）

川内村「かえるマラソン」ボランティア

浪江町 田植え体験と住民協働ワークショップ...など

●

●

●

●

●

●

過去の「みらいバス」

地域を学ぶ、授業外のスタディツアー

みらいバス
全学年



世界 学ぶ

「留学の費用に不安がある」という方
も安心してください。福島大学には経
済的な負担軽減を目的とした給付型
の奨学金制度が準備されています。
2019年度は121名の学生が奨学金
を受給、留学を体験しました。

詳しくは、国際交流センターに
お問い合わせください！

奨学金制度
について

!

「自分をもつこと」を大切にして、
グローバル社会を生きていきます

今の自分から、一歩前へ
バディ制度

　海外に留学してみたいけど不安がある。身近な場
所で語学力を試したい。そんな皆さんに対応できる
よう、福島大学には学生交流協定校から来る交換留
学生・短期留学生達のサポートをする「バディ」制度
があります。バディとして留学生達と関わることで、
彼らの文化を直接感じ、
福島にいながら国際交
流ができます。グロー
バル人材へのファース
トステップとして貴重
な機会となります。

活動期間 ： 数日～６ヶ月程度

多彩なプログラムで世界を学ぶ
短期研修・演習

　長期休暇を利用して行う短期研修・演習では、海
外の協定締結大学で語学を学んだり、フィールド
ワークを体験することができます。例えば、コロラ
ド州立大学ではアメリカの放射線研究について学
ぶことができます。このほか韓国、中国、台湾、カナ
ダ、ドイツでの語学研
修など、多彩なプログ
ラムが用意されていま
す。2020年度以降は、
オンラインで受講する
ことができるプログラ
ムも提供されています。

開催期間 ：  10日～3ヶ月

協定締結校への長期留学
交換留学

　本学は、大学間交流協定に基づき、海外の35
大学と学生交流協定を締結し、「交換留学」を実
施しています。「交換留学」とは学生交流協定校
への長期留学で、福島大学のみに学費を納める
必要がある留学を指します。国際交流センター
が留学先との調整役
を務めるので、留学の
準備から留学中の相
談、帰国後の単位の互
換まで、さまざまな手
続きも安心して行うこ
とができます。

開催期間 ： 半年～1年

海外で働くために必要なことを学ぶ
海外インターンシップ

　2016年度からスタートした海外インターンシッ
プ講座「WEA」は、「実際の現場で英語を使うこと
により実用的な英語を身につける」がテーマです。
海外で仕事をするには何が必要なのかを考えなが
ら、海外で働くためのスキルや知識を学びます。そ
の後、夏休みに渡米し
て、現地でインターン
シップを行います。
例 : Real English Business 
Internshipプログラム（テキ
サス・ヒューストンでの８週
間のインターン）など

開催期間 ： 約2ヶ月

専門家の指導も受けられる
語学力強化

　英語圏への交換留学などを目指す学生に求め
られるのが、IELTS™やTOEFL®などの語学試験で
目標スコアをクリアすることです。福島大学では、
少人数制の語学力強化プログラムや、語学試験
のコーチングで語学力アップをサポートしていま
す。中でも国際交流セ
ン ター が 提 供 す る
「IT T」は、語学試験
対策の専門家による
きめ細やかな受験指
導に人気が集まって
います。

開催期間 ： 毎日（月曜～金曜）

ルームメイトとイタリア旅行をした時の写真です。
後ろの建物はハンガリーの国会議事堂です。ライト
アップされ、昼間とは違った美しさがありました。

Profile

経済経営学類
2022年卒業 経済学研究科1年
［ 福島県立郡山高等学校出身 ］

ハンガリー カーロリ・ガーシュパール・カルビン派大学
（2019年9月～2020年3月）

福島大学には、多彩な国際交流の機会が用意されています。
多くの留学生が在籍しているのも本学の特徴。国際交流は、キャンパスの中からはじまっています。国際交流

Fukush ima  Ambas sador s  P rogram
　Fukushima Ambassadors Program（通称F.A.P.）と
は、アメリカ、ドイツなどの海外の協定大学から福島に関
心を持った留学生（これまで延べ209名）を約２週間のプ
ログラムに招き、福島大学の学生とともに被災地をまわ
る短期留学プログラムです。2022年4月現在、福島大学
を中心に600名以上の県内の大学生がプログラムアシス
タントとして参加してきました。さまざまな背景を持つ学
生たち同士が、ともに英語で福島の「過去」、「現在」、そし
て「未来」の課題について学び、理解を深めています。

学の目的の１つは英語力の向上です。日常的に英語を話す環境に身を

置き、実践的な英語力を身につけたいと考えました。もう１つは、ハンガ

リーの歴史や文化を学ぶためです。モニュメント「ドナウ川遊歩道の靴」が物語る歴

史や、食文化、温泉文化などにも興味があり、現地を訪れることで多くを学びたいと

思ったのです。

　留学先では、英語学科の授業やハンガリー語を履修。ハンガリー語の授業は英語

で行われるので、想像以上に苦戦しました。しかし、現地の友人たちと授業の復習や

会話の練習をすることで乗り切ることができ、楽しい学校生活でした。学業以外では、

現地のフェスに参加したり、欧州を旅行したり、今を存分に楽しもうと行動していまし

た。日本でも行われるクリスマスや年越しのイベントも、現地ではお祝いの仕方が異

なり、新鮮で楽しかったです。

　このような留学生活で学んだのは、「自分をもつこと」の大切さです。授業中はもち

ろん、日常生活の中でも意見を求められる場面が多くありました。日本では、その場

の空気を読むことが重視されることも多々あると思います。しかし、留学中は私自身

がどう感じているのか、どうしたいのかといった答えを求められました。この学びは、

今後このグローバル社会の中で、さまざまなバックグラウンドをもつ人々と関わる上

で、意識しなければならないことだと思っています。今回こうした経験ができたのも、

留学していた先輩方や、国際交流センターの方々のサポートのおかげであると感謝

しています。

留

平日9:00-12:30 / 13:30-17:00

国際交流センター

　福島大学国際交流センターは、国際交流の窓口として学生の皆
さんのサポートや、情報発信を行っています。ここでは、本学と学
術・学生交流協定を締結している大学の情報や、留学の報告書な
ども閲覧することができます。また留学や語学学習に関する図書の
貸出や、希望者には語学試験対策学習指導も提供しています。留
学に関わる生活や学習の相談、在留資格、地域のイベント案内、手
続きなどもここで確認することができます。

Fukush ima  Un ive r s i ty  In te rna t iona l  Cente r
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古川 絵梨さん



未来

考える

自分

知る

　皆さんが「未来」を考える土台を形成するために、本学

では高校までの学びと大学での学修をつなげる教育体

系として、「基盤教育」を充実させています。大学で学ぶ

上で必要な基礎能力を身につけるための「接続領域」、

幅広い教養の基礎を形成する「教養領域」、現実の問題

をフィールドワークやグループ学修を通して解きほぐし

ていく「問題探究領域」を設定し、現状を分析する力や

問題解決のための能力を丁寧に育みます。そして文系・

理系を問わず、分析や問題解決のツールとしての基礎的

な数学や理工学を理解し、社会に有益な知見を引き出

すデータサイエンス教育にも力を入れています。

　未来をつくるのは、皆さん一人ひとりの力です。自分が

何をしたいのか、何ができるのか。地域や世界で、どんな

未来を創造していくのか。福島大学でともに考え、学んで

いきましょう。

自分の、地域の、
世界の未来を
想像してみよう

　福島大学が大切にしているものの一つに「自己の振

り返り」があります。自分自身の長所や特徴を知ること

が、学びと自立の第一歩だと考えるからです。自分はど

んなことが得意なのか、特に何に関心があるのかを客

観的に見つめることは、自分がどんな社会を創造した

いのか、その未来にどんな方法で関わっていきたいの

かに気づくきっかけにもなります。

　在学中はセメスターごとに学修目標を自分で設定

し、どのような能力を伸ばすのか、どのように伸びたか

を「見える化」し、自己評価（振り返り）を行います。この

一連のサイクルを4年間繰り返すことで、学びと自己研

鑽を深化させ、自身の取り組むべき課題を発見するこ

とができます。
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自分自身のことを知る


